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GEO-Xは、世界で初めてX線を用いて地球磁気圏を可視化し、そのダイナミックな変動を明らかにすること
を目的とした観測ミッションである。昼側地球周辺を観測するため、検出器としては可視光バックグラウンドの
低減が重要である。そこで我々は高速動作が可能な CMOSセンサを採用し、カメラと望遠鏡の間に可視光遮断
フィルタ (OBF: optical blocking filter)を実装する。 OBFはポリイミドにアルミを蒸着した薄膜であり、その
両面間の差圧は一定値以下である必要がある。打ち上げ時に望遠鏡内のガスは開口部から速やかに衛星外部に排
気されるため、CMOSカメラが気密であれば、望遠鏡間に差圧が生じてしまう。そこで CMOSカメラに排気用
のベントパイプを接続しカメラ内の空気を排出する。このベントパイプは太さがNW16のフレキシブルホースで
構成され、一端はカメラボディに接続され、他端は排気口として宇宙空間に露出する。しかし、このベントパイ
プには重要な課題が存在する。ベントパイプの排気口が昼地球を向く時間帯には、昼地球が放射する可視光がベ
ントパイプを通じてカメラボディ内部に侵入する可能性がある。これにより観測データに影響を与える懸念があ
る。そこで、ベントパイプの内壁に黒色金属クロム微粒子膜を形成させ、可視光低減率の測定を実施した。試験
の結果、曲げ角度 90◦、曲げ半径 35mmの場合に、ベントパイプを 1回曲げるごとに可視光強度が 10−4程度に減
衰することがわかった。さらにベントパイプを 3回以上曲げることで、要求値である約 1.6× 10−10を満足するこ
とが確認された。結果をもとに、ベントパイプの長さ、ルーティングを決定し、カメラ全体の設計に反映させた。
本発表では、試験結果の詳細とともに、CMOSカメラの観測精度向上に向けた課題と対策について報告する。


